
「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る。」とよく言われますが、２０２４年もあっ

という間にふた月が終わり、３月に入ってさらに加速しているような印象もあり、いよい

よ今年度も残りわずかとなってきました。毎日のように一つまた一つと「今年度最後の○

○」として活動が終わっていきます。先週は、未来力学習講座、委員会活動、なかよしタ

イムが最後となりました。ＰＴＡ活動でも新旧専門委員会の引継ぎが行われるとともにＰ

ＴＡ運営委員会が今年度最終回となりました。

非常勤の教職員も今年度最後の勤務日となる方が出始め

ており、小林 純 先生（小学校イングリッシュサポータ

ー）、熊谷 香 先生（スクールカウンセラー）が、今年度

最後の勤務となりました。（※小澤めぐみ 先生（初任研後

補充）は、初任研の終了に合わせて、２月に勤務を終えら

れています。）

さて、タイトルにある「０（ゼロ）学期」ですが、学校

では３学期のことをこう捉えて指導していくことが少なく

ありません。３学期は元々が短く授業日数も他の学期に比

べて少ないこと、１年を通してみたときにまとめの時期に当たること、これらの点から特

に近年「０学期」と捉えることが多くなってきています。これは見方を変えれば、新年度

よいスタートを切るためには、３学期のうちの準備が大切であることを示しています。小

中学生に限らず、誰しも高い意欲を持って新年度を迎えることが多いでしょう。その意欲

を行動や成果に結びつけるためには、スタート前の準備も必要だということです。

このように、学校では、３学期の学習内容だけでなく、新年度を見据えながら指導をし

てきましたが、それもあとわずかです。残りの期間で、子供たち一人一人にしっかりと新

年度への準備を進めてほしいと思います。

３月８日（木）17：30よりＰＴＡ新旧専門委員会の引継

ぎ及びＰＴＡ運営委員会が行われました。運営上北校舎の

普通教室と体育館を使って会議が行われました。暖冬とい

われる今年の冬ですが、この日はなかなか寒い日で特に体

育館はけっこう冷え込みました。新型コロナのパンデミッ

ク以降、人が集まる空間では常時換気が当たり前となり、

夕方以降に会議を設定することが多いＰＴＡ活動は、冬場

には寒い中で頑張っていただいています。

令和３年度から徐々にＰＴＡの活動も復活してきましたが、今年度は５月に新型コロナ

の５類移行を受け、また一歩復活が進み、地域の納涼祭への協力参加などもありました。

活動ができるようになることは喜ばしいことですが、全てコロナ前の状態に戻すのでは

なく、持続可能な活動として今後も見直していくことも大切なことでしょう。
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坂東小では、５・６年生が１０の委員会（学級、安全、放送、給食、図書、体育、保健、

ＪＲＣ、環境美化、飼育）に分かれ、４月から１年間活動をしてきましたが、３月６日（水）

に今年度最後の活動を終えました。

坂東小の委員会活動は、前後期制を採っているので、正確には後期の委員会活動終了と

いうことになりますが、前後期の切替えは２学期の途中であり、一つの区切りではありま

すが、終了というよりもメンバー交代という状態に近いかもしれません。

委員会活動が終了といっても、これで委員会の仕事が全て終わってしまうわけではなく、

子供たちの常時活動（クラスごとに交代で行っている当番活動など）はまだまだ続きます。

委員会によっても違いますが、場合によると５年生は新年度になってからも新しい委員会

が動き出すまで当番が続くこともあります。しかし、月に一度開催していた会議や全体作

業中心のいわゆる『委員会』と呼ぶ活動は終了し、一つの区切りとなりました。６年生に

とっては小学校生活最後の委員会活動でしたが、学校やみんなのためにいつも通りしっか

り働く姿がたくさん見られました。

本日群馬県ＰＴ

Ａ連合会からの、

団 体 総 合 生 活 保

険 の 案 内 （ 左 図

参照）を１～５年生に配布しました。お子さん本人のけ

が、病気及び個人賠償が対象の保険とのことです。市Ｐ

連（伊勢崎市ＰＴＡ連合会）を通じて、本校とも関係の

ある群馬県ＰＴＡ連合会が、この保険の普及活動を行っ

ていること、また新規加入の申込み〆切りまでに学習参

観等のチラシを自由に取っていただく機会がないことか

らこのチラシを配布しましたが、加入に当たっては任意

となっており、学校と直接の関係もございませんので、

ご不明な点等はチラシ裏面下部にあるお問合せ先にお願

いします。 ※６年生分については、中学校に届いてお

り、四中では入学式で配布されるとのことです。


